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日本語教育実践研 究 第2号
2004年 度秋学期 「目本語教育実践研究(6)」 に参加 して
一教室における教師の発話 について一
伊能 裕晃
【キ ー ワー ド】教 師 の 発話 ・教 室 コ ン トロール ・指名 ・指 示 ・無 駄 な発 話
1.は じめに
私は、教員養成を日的に早稲 田大学大学院 日木語教育研究科において、2004年 度秋学期に佐久間
まゆみ教授の指導の下に行われたr日 本語教育実践研究(6)」 に参加 した。 この授業は、早稲大学
日本語教育センターの月[拝斗日本語専修課程の留学生を対象に行われたr日 本語文法6A」(中 上級 レ
ベル)の 授業に、6名 の大孕院生が加わる形で行われ、一部、院生{)授業を2コ マほど担当した。
r目本語教育実践研究(6)」 の授業は、院生による実習授業に対する準備、授業の実践 授業後















れは、従来、学習者に銅 一る指示や指名といった教室運営の問題 として論 じられてきたものである
が、「日本語教育実践研究(6)」 の授業においても、教案作成 と模擬授業の過程で、この教室をコ










者が作成 し、佐久間教授がそこに添削 を行 った教案(3回 分)と 佐久間教授の授業を見学 した際に









(Tは 教師、Sは 学習者を示す。 また、[]内 は佐久間教授のコメン ト。)
①(教 案)
教案 丁 次は69ペ ージの 「～とは、～」の.文型です。いいです瓜
添削 丁 はい、今度は69ペ ージの35の 機能文型を勉強します。
これはイ可という鯉 てす か。Sさ ん。
②(教 案〉
教案 丁 これは何とい う文型でしょう焼,じ ゃあ、最初はSさ ん、読んでください。
添削 丁 これはイ可という煙 て垂す'カ㌔Sさ ノレ。
[Tが 余計な発話をしないで、できるだけSに 発話 させる。]
筆者はr目 本語文法6A」 の授業において、r～とは、～」(『目本語文法61』 機能文型6-35)









には込められている。教師のr余 計な発話」を省 くとい う点は、この教案作成の指導において、一
貫 して指導を受けたポイン トである。
3.2学 習者 の指 名
③(教 案)
教 案 丁 じゃあ 、 最 初 はSさ ん 、 例 文35-2を 読 ん で くだ さい、,
添削 丁 まず 、例 文 の35-2を 読 ん で くだ さい。Sさ ん。
④(教 案 〉
教 案 丁 じゃあ 、 次 、4番 、Sさ ん。
添 削 丁 次 は4番 を 、Sさ ん 、 ど うぞ。
⑤(授 業 見学 シー ト)
Tじ ゃ 、例 文 の1を 、OOさ ん 、 ど うぞ 。
⑥(授 業 見 学 シー ト〉










r日本語教育実践研究(6)」 では、さらに、この指示 と指名の間に、若干のr間 」をあけるよう








の教室用語が異なっていたが、それ らを統一することは、学習者の負担を軽減 し、安定 した授業の
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流れを生み出 して、学習者を文法の授業に集中させる。教案作成の段階において、簡潔かつ一定の





Tこ の文はIT時 代にっいて どう言っています魏Sさ んo
S何 なのかわからないと言っています。
Tそ うですね。,・F、-'ア ニ・,
[TのSσ.)答 えのリピー トを止める。答えを訂正、するときのみリピー トする。時間の節約、,]
⑧(授 業見学シー ト)
S1学 生の創造力向上を目的 とする大学のサークルに参加 してみたい。(S1に よる解答)






















を聞く必要性を感 じなくなって しま うであろう。しかし、これでは、学習者が他の学習者の解答か















対一で問答をするだけなら、学習はその二者間だけで完結 して しま う。学習を教室全体に共有させ
るために、教師が発問を複数の学習者に振 り向けることが必要なのである。
第二に、このリピー トを行わず、他の学習者を指名 していくとい う方歯 ま、学習者が他の学習者
















教案 丁 次は、Sさ ん、お願い しま'九
添削 丁 次は、Sさ ん、どうぞ。
⑪(教 案1
教案 丁 次は、Sさ んに聞いてみようかな。
















それは学習を何 ら進展させるものではない。学習者へのある種の リップサー ビスにはなっていても、
これらの教師の発話が学習者の文法の理解を深めることはない。教師が感想を言 うのではなく、む
しろ、学習者に感想、を言わせ、学習項 目への理解を促すことが重要なのであって、教師が感想を言























4.自 分 自身の実習授業を振 り返って
本章では、r日本語教育実践研究(6)」 の授業において、筆者が行った教案作成、教材研究、実
習授業の三つの過程を振り返 りつつ、本稿が論 じてきた教師の発話の問題も含め、筆者の授業の改
善点 と問題 点を考察 していく。
4.1教 案作成
教案作成は授業の中で4回 行われたが、私の第1回 の教案 と最終的な教案は、完全に内容が異な













筆者は、「日本語文法6A」 の授業において、r～ とは、～」 とい う文型を授業で担当したため、
この機能文型.にっいて教材研究を行った・最初に基礎的な文法事典、文法書などによって、この文
型について調べたが、特に教材研究においてヒントとなったのは、筑波大学 日本語教育研究会編の
『日本語表現文型 中級1』 と佐久間教授の教案の添削を通 じての指導であった。
佐久間教授も編者の1人 である 『日本語表現文型 中級1』 は第1課 でrと は」を扱っている。
この教科書α)練習問題の部分では、「とは」とい う文型の後件に来るrも の」rと ころ」rこ と」など
の使い分けに関する練習が課されている。こうした練習方法が、rとは」とい う文型においては後件
がひとつのポイン トになるということに気づくヒン トとなった。
また、教案作成の過程で、筆者はrと は」とい う文型に含 まれるr定 義」とr自 分の考えを述べ
る」とい う場合を区別 して教えることを考えていたが、佐久問教授による添削を通 じて、それは、
r～とは、～のことである。」 とr～ とは、～ものである。」とい う後件を含めた形でこの機能文型
を扱 うとい う教え方に結実した。
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佐久問まゆみ ・川本喬編(2004)『 日本語文法61』(試f㈱一 早稲 田大学日本語教育研究センター




1.1本語 教 育 実 践研 究 第2弓 一
2004年12月3日 提 旧 日 本 語 実 習 教 案 概 要N・,(5)
12月10日(金) 3時 限 文法6A 22-511 担当者 伊能裕晃 『口本語 文 法61』p.69
機 能 文型No.6-35
学習事項 目標
機能文型 6-35 ～ と は 、 ～ 1定 義の提題表現と し て 、 「とは 」 が 使 え る
よ うに な る 。
2「 と は 」 を 使 っ て 、 さまざまな事柄にっい
て 自分 の 考 え を述 べ られ る よ うに す る。
時閻 展開 学習活動 文 型 ・語 句 教 材 ・教 具
14:05 ①例文 1 文型の確認 教 科 書P.69
～ 生徒に音読させる. 例 文35-1
14:12 2 例文35-2 フ リ ー タ ー一 例文35-2
定 義 ¢)用法 を確 認 。
～ こ とだ 例文35-3
3 例文35-1 ～ もの だ 例文35-4
自分 の 考 え を 言 う用 法 σ)確認
4 例文35 3 かけがえの 板書
「私 に と っ て 」 が あ る こ とか ら、 考 え な い 1.～ と は 、 ～
を 言 う用 法 で あ る こ とを確 認. の こ とで あ る,
5 例文35-4
一 体
2,～ と は 、 ～
「そ 重)そ も 」 が あ る こ とか ら、定 そ もそ も の もの で あ る、
義 の用 法 で あ る こ とを確 認 。
14113 ②関連 1 「と は 」 が話す際にどう変化する ～ と い う の 教 科 書p.70
～ か確 認 。 は 、 ～ 関連
14115 2 確 認 後 、関 連 の ペ ー ジ を 開 け させ
～ っ て い う
て 、 も っ と も 、 くだけた表現はど σ)は 、 ～
れ か 、確 認 す る。 ～ っ て 、 ～
14:16 ③ デ ー ター 1 ペ ー ジ を開 か せ て 、 音読 させ る. 運営費 教 科 書P.69
～ べ 一 ス 2 第2文 の意 味 を確 認 して か ら、「と 喫煙者 新闇記事
且4:20 は 」 を含む第1 文 の 機 能 に つ い て確 認 。
14:21 ④練習問1 1 問1-1 ～ と こ ろ で 教 科 書P.35
～ 場所の説明であることを確 認。 ある 問1-1
14;25 2 間1-2 高齢化社会 問1-2
定義であること を確 認 。 問1-3
3 間1-3 間1-4
一109一
不思議 と感 じた理由を考えさせ、考 問1-5




「一 体 」 に つ い てふ れ 、 こ とわ ざ の
、邑味 が わ か ら な い の で 書 い た 文 だ と
い うこ と理 解 させ る、
5問1-5 青春時代
「もの だ 」 にふ れ 、 「青 春 時 代 」 にっ い
て の 個 人 的 考 え で あ る こ とを確 認。
14126 ⑤練習問2 (時間 に応 じて 、 問題 数 を変 え る。 教 科 書p.35
～ 四問 を 目標 とす る。) 問2-1




あれ ば 、 「デ パ 地 下 」 の 日本 事 情 的 な
説 明 を加 え る。
3問2・3 私 に と っ て 、
学習者 自身の考えを示す文を他の学 ～ と は 、 ～
習 者 に も理 解 させ る発 問 を す』る よ う
勤 め る。
「重)の だjを 使 う よ う、 修 正 す る.
4問2-7 ～ もの だ
「国 際 交流 」 が 「交 流 す る」 とい う ～ こ とだ
動詞的意味を含意することにふれ、
解答が動詞文になるよう指導する。
5問2-5(時 間 力電残 っ た場 合)
後 件 を 「こ とだ 」 や 「もの だ」 な ど 主婦
「とはjに 対 応 す る形 に訂 正 す る、 腹が立っ
文 の 作 者 の 職 業i‡ 婦 を 確 認 して 、
r腹が 立 った 」 理 由 を 考 え させ る.
14=30 一⑥終了 1宿 題 を提 出 させ る、
2次 週の宿題の範囲の確認。
3来 週 の 予 告。
4授 業 終 了 の あ い さっ 。
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